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地上気象観測 1分値デー タ と T  P勲V7 を用 い た短時間降水強度極値

’
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・沖大 幹 （東京大学　生産技術研 究所）

は じめに

  PR 嘸 ion7  で は 、Version　6（V6）
に比 べ て、陸上で の降水量が増加して い るが、主に降水

強度50mm ／h 以上の 強い 雨の 増加 による寄与が大きい
v

さらに、V7で は、上限となる300mm ／hの 推定値も散見さ

れる。300mm ／h 推定値の
一
部 は、グラウン ドクラッタの 誤

判定とみ られ るが 、年数回 〜 10 数回程度は 比 較的信頼

性が高い （瀬戸ら、2012、水 工学論文集1。また、PR の鉛

直分解能（250m）と雨滴の 落下 速度（1〜10m／s）を考える

と、1 分程度の 継続時間の 降水を観測して い ると考えられ

る。本研究で は、「短い 時間ス ケ
ー

ル での 強い 雨」につ い

て、  PR！V7 の 推定値を検証するた め の 鞴 とし

て、地上気象観測1 分値データを用い て検討を行っ た。

地上気象観測 1分値デL タを用 い た最大降水量

　　 気象業務支援セ ン タ
ーか ら発行されてい る地上気

象観測 1 分値デー
タを用い て、日本国内の 53 地点にお

ける最大 D 分間降水量（Dr2醵AE＝O，1，＿，12）および全地 点

を通した最大記録を算出した（図1）。 使用したデ
ー

タの 期

間は、早い 地点で 1996年遅い 地点で 2002 年か ら、2010

年まで で ある。図 1 には、木 口
・沖（2010、水文

・水資源学

会誌｝に示 され て い る 目本記録を合わせ て示す。

　　 最大 D 分間降水量は 、D の 05 乗 に比 例するとの 経

験則が あり、世界記録 に対 して は広 範囲の 時間スケー
ル

に対して 比 較的良く当て は まっ てい る。しか し、日本 記録

に対して、図 1に示した 10分〜1 日の 範囲で は、0．5乗よ

りもやや傾きが急とみられる。さらに、今回の 結果をみると、
10 分より短い ス ケー

ル で は さらに傾きが急で あり、む しろ

D の 1乗（降水強度が等しい 紬 に近 いように見られる。

　　 各地 点の 最大 1分間降水量を図 2（左 ）に示す。全地

点を通した最大記録の 5．Omm は熊谷
・筑波・松本・富山

・

尾鷲・南大東島で 記録されて い る 。 なお 、他の 地点でも
2．5  以上を記録 しており、鯨 間の 遡 ・は嫩 的小さ

い 。D が 2 分間で は熊 谷と富山の 9．5  、4 分間で は熊

谷 と富山の 17  、8分間で は 鯨 の 29  が 、最大記

録で あり、関東甲信越で 高レ値 が見られた 、

　　 これに対 して、D が 比較的長い 場合、16〜 64 分間

で は室戸岬、128〜 2048 分間で は尾鷲、4096 分間（約 3

日）で は 与那国島で、最大記録が見られた。 各地点の 最

大 4096 分間降水量を図 2  に示す 。 与那国島（911  ）

と尾鷲（877  ）の イ麟 群を抜 い てい るが 、台風 の 影響を

受けやすい 太平洋岸と九州で 比較的高い 値が 見られる。
もっ とも低い 地点は 留萌（134．5  ）で あり、地域間の 差が

大きい ことも言える。

TRMMIHWV7 に よる最大降水強度との 比較
一 7による鱸 麟 大値を

緯経度0．1
°

ごとに算出 し、同 じ場所の 地上気象観測に

よる最大降水量 と比較した。 2003年〜2007年の 5 年

間を対象に、PR が 比 較的高頻度で観測で きる 北緯
30
°〜36

°
内の 22 地 点で の 比較結果を図 3 に示す。

左は、1 レ ン ジ ビン で の 最大値 と、1分間最大値を比較
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図 1　各 地 点 で の 最 大 D 分間 降水 量 を 黒 い 細 線、全

地 点 を通 した 最大 記 録 を太い 赤線で 示 す。青● は、
目本記 録、40 ×〃 ｝・5 は 世 界記 録の 近似式 と して 示 す。
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　　 各地 点にお ける、（左）最大 1分間降水量、お よび、（右）

最 大 4096 分間降水量。○の 大 き さが降水 量に比例 してお

り、太線の ○は、全地 点を通 した最大記録を示す。
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図 3　（左｝TRMM   7 の最大 1 レン ジ ビン降水強度と地

上観測の 最大 1分間降水強度の 比 較。（右）最大 4 レ ンジ ビン

降水強度 と最大 4 分間降水弓鍍 の 比 較、

した もの で あ る。右は、鉛直方向に連続する 4 レ ン ジ

ビ ン を 平均 した 値の 最大値 と 4 分間最大値を比 較 した

もの で ある。PR／雨量計の 間で、サン プ リン グの 違い

（1 目に 1回程度／連続的）、観測フ ッ トプ リン トの 違い

（直麕 勺5  ／直径 20cm ）が あ るた め、　PR が 雨量計 よ

り低い 値を出すとい う点で は 、 合理的な結果で ある。

今後は、上 記の 違い の 影響をで きるだ け取 り除い て 、
− 7 に よ る強い 雨 の リ トリーバ ノ暇 差を評

価した い と考えて い る。
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